高岡市宿泊応援事業補助金交付要綱
（趣旨）

第１条　この要綱は、新型コロナウイルス感染症の拡大により激減した宿泊需要の回復を図るため、広く県民による市内宿泊施設の利用を促進するべく、公益社団法人高岡市観光協会（以下「協会」という。）が、市内宿泊施設が自ら企画する宿泊プランを設けた高岡市内の宿泊事業者に対し、予算の範囲内で補助金を交付するものとし、その交付に必要な事項を定めるものとする。
（交付対象）

第２条　この補助金の対象となる者は、次の要件を満たす宿泊施設を営業する事業者（以下「事業者」という。）とする。
(1) 高岡市内に宿泊施設を有する者であること。
(2) キャンペーン宿泊最終日である令和3年3月31日までに営業を開始している宿泊施設であること
(3) 「旅館業法」（昭和 23 年法律第 138 号）第２条第２項及び第3項の形態で、営業許可など、当該施設を運営する上で必要な許可を得ていること。（下宿営業は除く）
（4） 「風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律」（昭和23年法律第122号）第２条第６項第４号に規定される施設ではないこと。
(5) 　「高岡市暴力団排除条例」（平成24年3月22日条例第12号）を遵守す　　ること。
(6)　富山県の「感染拡大予防チェックリスト」並びに「宿泊施設における新型コロナウイルス対策ガイドライン」（全国旅館ホテル生活衛生同業組合連合会等）を遵守していること。
(7)　宿泊者名簿などの個人情報を適切に管理できる者であること。
(8)　関係書類を令和8年3月31日まで保管できる者であること。
(9)　その他公序良俗に反しないこと。
（交付の条件）

第３条　前条の要件を満たす事業者に対し、以下の条件を付して補助金を交付する。
(1) 宿泊対象者が富山県民であることを確認していること。
(2) 企画する宿泊プランが１人あたり１万円未満のものであること。
(3) 十分な感染防止策が講じられていること。
（補助金の額）
第４条　協会は、宿泊者１人につき1,000円を補助する。
（対象期間）
第５条　補助金の対象となる事業の実施期間は、令和２年７月１日から令和3年3月31日までとする。
（補助金の交付申請）
第６条　当事業に賛同し、補助金対象事業に係る補助金の交付を申請しようとする団体等は、参加登録書（様式第１号）を協会に提出しなければならない。
（実績報告）
第７条　補助金の交付を受けようとする市内の事業者は、事業完了後30日以内に、次に掲げる書類を協会に提出しなければならない。
　(1) 実績報告書（様式第３号）
　(2) 請求書（様式第４号）
　(3) 宿泊プランの概要及び金額が分かる書類
(4) その他協会が必要と認める書類
（補助金の交付）

第８条　協会は前条の規定による書類の提出があった時は、内容を精査し、請求に基づき速やかに補助金を交付するものとする。

　（交付決定の取り消し）

第９条　協会は、補助金の確定、交付にかかわらず、協会の調査により、補助事業者が次のいずれかに該当すると認めるときは、補助金の交付の決定を取り消し、又は変更することができる。この場合において、既に補助金等が交付されているときは、補助金の全額又は一部の返還を請求することができる。

　(1) 偽りその他不正の手段により補助金の交付決定又は交付を受けたとき。

　（2）補助金を他の用途に使用したとき。

（3）補助事業に関し補助金の交付の決定内容及びこれに付した条件に違反したとき。
２　交付の取り消しをしたことにより、事業者に発生した損害等について、協会は一切の損害賠償や保証は行わない。
　（補則）

第10条　この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、協会が別に定める。

　　　附　則

　この要綱は、令和２年７月１日から施行する。
附　則

　この要綱は、令和２年８月１日から施行する。
附　則

　この要綱は、令和２年９月１日から施行する。

